
























































































































































































































































































































































































































































写真13 私はカボチャになる 写真14 変なかたまりの中の私
・自画像であること
まず大きな透明なビニールを床の上に広げる。その上に寝そべって好きなポーズを
とる。皆が見ている前で寝そべってポーズするという行為も大人になってしまうと恥
ずかしいものであるが、しかしそのうちに楽しくなってくる。人は立って行動してい
ると人間性が問われたりもするけれど、横たわってしまうと物体に変わる。寝そべっ
た体のアウトラインを友達にマジックインキでなぞってもらう。寝ている私は私の体
を実感し、マジックインキでなぞっている友達は、寝ている友達の体のぬくもり、息
づき、厚さ、量感、存在そのものを実感する。体のラインが１周したら、寝ていた私
は起き上がる。あとには寝ていた私の体のかたちのアウトラインが残される。いなく
なってしまった人の後に残されたこの人型のかたちを見ると、多くの人はちょっとド
キッとして不思議な気持ちになる。何故不思議な気持ちになるのだろうか。ここには
何か重要な問題が隠されていそうである。
これと同じようなものを見たと思える記憶をたどってみる。
テレビのサスペンスドラマで見た殺人事件の死体の跡。死体はすでに片付けられて
いてここには無い。あるのは白いチョークで描かれた人のかたち。私たちはこの人の
かたちをした白い線を見てここに死体があったのだとまざまざと認識する。
街を歩いていてビルの外壁に偶然見つけた太古の化石。この跡形を見て私たちは太
古の時代に想いを馳せる。
実際には見ることのないものの存在を見ること。「不在の中の存在」を知覚する。
これが多くの人が不思議な気持ちにさせられる理由ではないか。「不在の中の存在」と
いうものを知覚する時、人は同時に「時間の推移」を知覚する。「存在と不在」「過去と
未来」の間で私たちは一瞬の立ちくらみのような感覚に襲われるのではないだろうか。
次に、それぞれのアウトラインの中の私をマジックインキ、クレヨンなどで描いて
いく。お姫様になった私、高校生の時の私、とっても美人な私。皆完全にナルシスト
になって自分の世界に入っていく。
ここで重要なのは、私はビニールの中の私に「さっきまで確かにここにいた私」
「いなくなってしまった私の存在」「不在の中の存在」を見ていることである。このア
ウトラインの中の私は確かに私だと確信している。私は私を描いているのだという実
感を強く持つことによって、絵を描く行為に没頭していく。
鏡に写った「虚」の自分を描くのとは違う「実」の世界とはいえまいか。
・空間を見ること
次に、図工室の天井に全員の「等身大の私」を吊り下げてみる。ビニールは透明な
ので空間を遮断しない。透明な空間をたくさんの私が駆け巡る。電気を消すと幻想的
だ。普段意識することのない図工室の四角い無機質な空間が、透明で動きのある有機
的で躍動的な空間に変わる。私たちはその中にいる。
物質と人間の関わりはイということになる。
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Ⅵ　考察
「制作者の精神と身体と物質の交流」を観察し、「そこから生まれるもの」を検証し、
「造形の可能性」を探っていく。これが本論文の縦軸であった。
ここまで、８例の造形活動の実践を通して、これらの造形活動を縦に貫いている
「精神と身体と物質の交流」の様子を、その同一性、差異性において、かなり掘り下
げて観察してきたのではないかと思っている。
ここでは、「そこから生まれるもの」を検証し、「造形の可能性」を探っていくこと
にしたい。それは、本論文の横軸とした「表出」「表現」「空間」についての考察を通
して行っていく。
表出
スタンピングに熱中していた男の子を思い出してみたい。彼の心と体は、「驚き、
不思議、出会いと発見」に満ちていた。表出活動の実践により、私たちも「驚き、不
思議、出会いと発見」に満ちた体験を数多くすることが可能となる。重要なのは、こ
の精神活動、身体活動としての物質への働きかけ、その密度である。①キャベツの中
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写真15 等身大の私（有機的で躍動的な空間の中の私たち）
に入ってみるでは、学生たちはキャベツを見ることを通して絵画の中を泳いでいた。
そして、その軌跡が作品になった。②身体の器では、作品は身体と物質の一瞬の出会
いによって出現した。
それでは、そこから出現した作品とはどういうものだったのだろうか。表出活動の
結果として現れ出た作品たちは、ある共通の質を持っている。それは、不思議なもの、
意外性に満ちているもの。そして、生まれつつあるもの、生きようとするもの、出現
しつつあるもの、そのようなものたちである。そのようなものたちは、皆自ら生まれ
てきたという喜びに満ち溢れている。私たちは（制作者も）その誕生に立ち会う。
確かなことは、表出活動において、制作者が、「驚き、不思議、出会いと発見」に
満ちた時間と空間を過ごしたなら、そこから生まれてくる作品が、「驚き、不思議、
出会いと発見」に満ちていないはずはないということである。
表現
「動物」という一般的なイメージに向かって落ち着いて労働を続け、その一方通行
での労働の到達点として作品の完成をみた③古新聞紙で動物をつくるのような表現活
動は、イメージの実現が容易であるといえる。
これに対して、「表現」というものの本当のダイナミズムは、作者の中に存在する
「制作中の視点・現実」と「制作後の視線・理想」との相互交通、戦いから生まれる
ものだろうと私は考えている。そしてこれははっきりと言い切れる事柄ではないと承
知しているけれど、このダイナミズムの生まれる過程というものは、次のように説明
できるのではないか。
④粘土で友人をつくるでは、作者は、かわいくて優しくて目がきれいな友人という
「制作後の視線」と、目の前にある「粘土のかたまり」のあいだで揺れ動いていた。
⑤手から生まれ出るかたちでは、「触り心地の良さ」という「制作後の視線」に向か
って手の中の滑石はうごめいていた。また、⑥大きな花の絵、お花畑が出現するで、
「大きな美しい花」を目指したのも、⑦私は○○になる、○○の中の私で、段ボール
を用いて試行錯誤しながら「大きなかたまり」の実現に向かったのも、⑧等身大の私
で、ナルキッソスになって「私の分身」になりきっていったのも、みなそれぞれの理
想に向かったのであった。
これらはみな、目の前の出来事に右往左往し、一喜一憂し、時には刹那的でさえあ
る「制作中の私の視点」と、知性的・理性的で能動的・目的意識的な「制作後の私の
視線」との戦いであったといえる。
このような制作では、「制作後の私」は「制作中の私」を超えようとし、「制作中の
私」は「制作後の私」に次々と新しい世界を開示する。精神と身体と物質の交流の中
でこのことを繰り返すなら制作には終わりというものがない。とすれば、作品は常に
制作中ということになる。生まれつつあるもの、生きようとするもの、出現しつつ
あるもの、そのようなものたちが、「制作中の私」と「制作後の私」の戦いの産物な
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のだろうか。先の表出活動から生まれたものたちもこのような質を持っていた。
しかし、「表現」としての制作はもっと先に行くことが可能なはずである。そして
この先、とても長い時間が過ぎた後、「制作中の私」と「制作後の私」が出会った地
点に作品はついにその真の姿を現す。出会うことが出来ていない時、作者の中には必
ず何がしかの物足りなさが残っているものだ。もし、「私と私の出会う地点」に到達
して作品がその真の姿を現すことが出来たなら、それは、始めに私が見たいと欲して
いたものを遥かに超えてしまっているだろう。それは、生まれて自らの意思で立とう
としているもの、生きようとして強烈に生きているもの、出現して確かに存在してい
るものに変わってしまっている。
このようなものは見るものに有無を言わせぬ一撃を与える。私は、学生の手から出
現するものに、ごく稀にではあるがこれを見ることがあり、造形の可能性を思わずに
はいられない。
空間
②身体の器では、身体と空間は反転して身体が空間化され、私たちは空間を実際に
見ることができた。⑥大きな花の絵、お花畑が出現するでは、学生ひとりひとりは大
きな花の絵を描いていた。そして気がついてみたら、彼らはお花畑に囲まれ、その空
間に包まれていた。⑦私は○○になる、○○の中の私では、学生たちは段ボールのか
たまりの中で、落ち着いた、穏やかな気分に浸っていた。⑧等身大の私では、彼らは、
不在の中に私の存在を見ていた。そして、図工室の有機的で躍動的な空間に包まれた
のだった。
このように、「空間を見ること」「空間を認識すること」「空間に包まれること」「不
在の中の存在を見ること」「時間の推移を知覚すること」、そのような体験を目的とし
た造形活動の実践を行ってきた。これらの実践は、「精神と身体と物質の交流」とい
うものは私たちの身の回り１メートル四方の空間にとどまるものではないことの検証
であったといえる。それはまた、「精神と身体と物質の交流」をもとにした造形活動
が、永遠の時間、空間に触れていくことの可能性を秘めたものであることへの働きか
けであったともいえる。造形というものが、永遠の時間、空間に触れていくことが可
能なものであるならば、造形の新たな可能性は永遠の広がりを持って私たちの前にあ
るだろう。私は、この新たな可能性を切り開いていくことを今後の課題として、さら
にさまざまな実践を通して研究していきたいと考えている。
空間を見ること、空間と関わることは、私たちを取り囲んでいる世界を見ること、
世界と関わることにつながる。私は唯一個別の存在であると同時に、世界の中の存在
であると知ることであり、それは、世界と私が親密な関係を結ぶための端緒となるだ
ろう。
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Ⅶ　まとめ
「造形活動においては、制作者が発想し、考案するところから制作が始まるのが普通
である。そして、発想・考案が作品を先導していく。これから実践していく造形活動
はここに重きを置かない。」と初めに私は書いた。では、「発想・考案」の制作と「精
神と身体と物質の交流」による制作はどう違うのだろうか。
「発想・考案」が造形活動を先導する時、作者は物質に対して主体となる場所に立
つ。この時作品は作者の意識や行動を表す場となっていく。それに対して、「精神と
身体と物質の交流」に根ざした造形活動では、作者と物質は対等な場所に位置してい
る。そして、作者がその心と体で物質に直接働きかけを行い、物質と交わるのである。
それはもっと素朴で根源的な人間の手技によるものである。その時作者は造形世界の
内側に入り込んでいる。
「発想・考案が造形世界を先導する」ということは、作者が頭で考えて物質にかた
ちを与えていくことであり、ものごとに意味付けをしていくことである。これは造形
に限らず現代社会に生きている私たちの日常の方法でもあって、このような造形活動
は日常性の延長線上に位置している。ここでいう日常とは、社会通念上の確定的なも
のを信じ、自己を社会化させてこの社会を生きている私たちの日常である。
「精神と身体と物質の交流」による造形世界の内側では、物質が刻々とその姿を変
えていく。そこで起こっている出来事は不確定的なものであり、非日常的といえる。
「精神と身体と物質の交流」に根ざした造形活動を行うことは私たちがこの社会を
生きている中での非日常的体験であり、それは私たちがこの日常性の中で獲得するこ
とのできる自由のそのひとつの在り方でもある。このような非日常的体験の豊かさが
日常を生きる力につながるのだと私は考えている。
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